
 

 

 

Fig. 1. (a)  Transmission spectra of the 

metamaterials with different line-widths. E(t) 

represents the electric component of the 

incident THz wave. Inset shows the 

experimental configuration. (b) Transmission 

and reflactance spectra of the metamaterials 

with a 4 um line-widths.  
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テラヘルツ(THz)波を用いたセンシングでは、分子間振動や分子内の骨格振動に相当する低エネ

ルギーの振動モードを直接励起して分析可能であるため、赤外や可視光を用いたバイオセンサで

は直接測定できない指紋スペクトル領域を利用した高機能なセンシングを行うことが期待されて

いる[1]。しかしながら、1 THzにおける水の吸収係数は約 200cm-1である[2]。そのため、液体の

透過測定は困難である。透過で測定する際は、溶液に浸したメンブレンを金属周期構造に貼り付

けて表面プラズモンを励起し、感度向上を行って計測してきた。しかし、溶液を直接計測するた

めには反射測定が必須である。今回、私は周期的な金属構造ではなく、非周期的な金属構造であ

る H型メタマテリアルを作製した。波長よりも小さいサイズの人工構造の集合体であるメタマテ

リアルを用いた THz領域でのバイオセンシングは、その共鳴周波数のシフトや強度変化を利用し

て、高感度なセンシングを可能にしている。H型メ

タマテリアルは EBリソグラフィー法とスパッタリ

ング法を用いて Au 50 nm厚のパターンを Al2O3 

(0001)基板上に作製した。Advantest製 TAS7400TS

を使用し、THz時間領域分光法による測定を行った。

透過測定では 1.4 THz付近にディップが見られ、線

幅によって周波数のシフトはないが、透過率の減少

が見られる（Fig. 1(a)）。また、透過測定と反射測定

を行うと共に 0.67 THz付近にディップが見られた

（Fig. 1(b)）。金属メッシュで反射測定を行うと周期

的な開口による回折現象によってピークが現れる

[3]が、H型メタマテリアルでは局在共鳴が起因して

ディップとなっていることを確認した。H型メタマ

テリアル構造を用いた反射測定でもディップを用

いて計測ができると予想される。 
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